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　２月26日、ルミエールホー
ルで第６回門真市中学生英語
プレゼンテーションコンテス
トが開催されました。
　当日は、市在住の中学１・
２年生773人の応募者から２
度にわたる審査を通過した18
人が、「今、伝えたいこと」
をテーマに自身の思いを英語
で発表しました。発表者は、
審査員からの英語での質問に
も堂々と答えていました。
　最優秀賞には、第五中学校
２年の荒木望愛さんが選ばれ
ました。

　２月19日、五月田小学校で五月田
小学校区主催の防災訓練が行われま
した。
　訓練では、起震車での地震体験や
水消火器による消火訓練の指導など
が門真消防署、市消防団により行わ
れました。
　また、大阪電気工業組合の啓発活
動、門真警察署はレスキュー車の展
示やエンジンカッターなどを使った
訓練を実施しました。市職員から備
蓄物資などの説明があった後、最後
は地域の皆さんによる炊き出し訓練
でできあがった温かいうどんが参加
者に振る舞われました。

　２月19日、ルミエールホール
で、「みんなでつくる門真の
第九2017」が開催されました。
ラ・ルーチェ＆ル・モンドの
楽しい合唱や第三中学校コー
ラス部、パナソニック合唱団
の皆さんによる第１部の後、
大阪音楽大学講師・小玉晃さ
ん指揮のもと、公募による市

民など201人が、ベートーヴ
ェンの第九を合唱しました。
　合唱団に参加した皆さんは、
11月から毎週練習を重ね、本
番の日を迎えました。
特に有名な「歓喜の歌」の主
題部分は、客席も一体となっ
て大合唱。こころが震えるコ
ンサートとなりました。

　２月21日、ワーク・ラ
イフ・バランスについて、
特定非営利活動法人女性
と仕事研究所代表理事の
諸田智美さんが講演しま
した。
　働き方改革や意識改革、
上司役と部下役に分かれ
てのワークなど盛りだく
さんの内容で、参加者は
しっかりと学ぶことがで
きました。

　２月12日、南部市民セ
ンターで、砂子校区文化
祭が開催されました。
　文化祭は、力強い音を
会場に響かせるくすのき
太鼓の演奏から始まり、
第四中学校や大阪国際大
和田中学校・高等学校の
吹奏楽部の演奏、健康講
座、元気体操、カラオケ
大会などが行われました。
　特に元気体操やカラオ
ケ大会では、地域の皆さ
んの元気な様子を見るこ
とができました。

（左から）
溝畑朱音さん、芳本ひなたさん
（ゆかバトンスクール）

溝畑結子さん
（ゆかバトンスクール）

　市内のイベントなどを取材し
て、広報かどまに記事や写真を
掲載してみませんか。
対象　市在住でカメラを持って
いる16歳以上の人
定員　４人
※面談などを実施
報酬　年額１万円
※活動諸経費を含む
任期　採用日～30年３月31日㈯

応募方法　４月28日㈮までに申
請書に自身が撮影した写真を
添付して郵送または直接
※郵送は４月28日㈮必着
※申請書は市ホームページから
ダウンロード可
応募・問合先
　〒571-8585
　「門真市役所」魅力発信課
　☎０６(６９０２)５６０５

第６回 門真市中学生
英語プレゼンテーションコンテストを開催 地域防災力の向上をめざして 地域防災訓練
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関西代表
アーティスティックペア部門出場
（全国大会）

全日本バトントワーリング選手権

関西大会
ソロスラット部門高学年の部
　４位

身振り手振りを交えながら発表する荒木さん

門真消防署の職員からＡＥＤの
使用方法を学ぶ参加者

活力ある太鼓や舞を披露
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ワーク・ライフ・バランス啓発講座
仕事と生活のバランスは取れていますか？

地域から元気を！   砂子校区文化祭

　　　　　　　　　　　を

一緒につくりませんか？
市 民 特 派 員 を 募 集
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